No.
126

RIT WEFRENIFHEAFTHLIVHEIKS5ZHITRASELOS

BEFEFBDENFHELIVHILKS5ZHETRAEILOKIEELD

a&awﬁ-%-&)o

20265
3R

BER MEZX

—35FAF=BZT <EH

BERZIE->T3FE. MAEHVD2EMIF
NETOEREICM-> COFTEERITEE
ROETADHNZR/RENSAEDTFEDHT
Il lATY,

LHLZD—F. BROZICHES TR
Ly oEBIRRIZ. SERORY (&
BINAR) FLoEmLICK3REDIEWN
FARREZFE. E7-LTNPOEAICEIL
FEIIR->TWBDHL? rBEHETZEH
TL7H

RITEERTEMLIETETZES>HRENR
RHETICBELRVWEFXER->THDH, B
SRWE - WEDERORETH S L fEtE
REHSETWVWET,

OEFECHEBTORKTTH. HaiE
MOEBETHDIERITEERX Y N—DEEIL
(BEZE28) HBEATED., BHULFDL
DZEIHARITNIEESBEVERELCTL
3rZ3TY,

FLLOWAZS I LTULL I=BHICIFIBEIC
BIIG L7388 - BXEZBDEFRRITNIES
DEtA. BPEEDHIEX Z2TENLRE
ICD2WT, TRBC L) HELLTVLE
ZzHEGLANSHEBZEFERLREV

r3k o

CLDERE>—
HOREEBE->TVWET,

Ui THEFE - ED I HARHAR LM
21 Y LTINOIFEICHKEL. BARLZL
%R HIFH R ICIRIF TV 72 I22013F
ICEANZEIR, 6D [MfFEALVHILS
ZOHITRAECLDE] CHOHSET3ISAE
Tz ELT

SEIFISAFLRXITEZFEL. RET
Hdc& TEDICBVL. EUVEL. EL
ATHEL<] TROEB33BAFEFEICHIT
T, BENUFERASELE>TWVWB LT
ATTYT, 2EDERICIIEFVWHDOET
CEMBIVWECE>TVWETY,

(BEER M E2xX)

EIFEY,

2026FED MEFALVWHILKHZHITRASC LDOR] OEH
fex%Z. SA30B(L)ICAEVIZL I, FHlid. 7!

BTRERAZEL




BEFEFBDENFHELIVHILKS5ZHETRAEILOKIEELD

MEBERAS LI +—F L HABTESD (IN—F2)]
~ Zh&ETy & TThh5l ~

B BF:20265F1825H (H) 1385309~

1565404

2 B E—R—FrHKES - F5FHE

EIGEE . Mg &HTK
HABTEES (IN\—F2)
~IChZ%x<T1 ¢ Tchdsg ~

[LEE=gaEh s ERRENE. &3
EmE. HERAERICREBL LTIHRE
WrcreE TE35E A& LI7+—F L4
ZREL 1o

FEFEEFEEZPBVLINBPEITS
ADEEZDOSI—ERITTVLVEDBVWESE
KA <ZREZROEOIHIH O D >%
73— LOBEMIC THABRTESS (N
—k2)) ELTEBEZSBEV LT

MBERS A ZBHEH 20245 | A RIE
Flax A —F > INMgo k.ot L LD
BHD DGR (B3 DEHBFA=—RFL
1 R) THIFICHBR S LIcHRK - ARDIF L
LTORESFHR EB4DBBFA=74—X 7
L1R) ZEEINTWVS, NH S
a7+ IC8ER DEBE] OFIEL
L TOHSSEERN TIEAR VD E KWICEEED
BV,

SEBISICEEAOD HER) ER
AR, RAO. BHEAOLMIZDORANH
SETHEV. EFEAONBRDILTHED
fDOBRAZIAONEZNIX. TR TlE
HBIMIHICE D, EFEL TLWBHIFD AL
BEHIgAN S DATBENAHDEFZzEE
LXEEZERAGHASFEFH Lt O bz
BILTWS CEARYIEE RSNz, &
ET3CIFEBEXEBEOREZERLNS
VREEBI L, NMEE=H< X5ET. WA
HEZPRRZELEVWL<KDELEWV

BDIT) 2RI 7O ANKTIAC
EHFEAT

~FE 28~ HABTEASS (IN\—F2)

A~6ZDIN—TT1 XAy a>V%ED
—ILRAT7 A TITS. SHAHTI DS
T—HEICERBRZRE [BV] TThh o
ANDAE £ D ZFTBRICHEBT-HE
BWLIEWCEIXATLLOD ZELESHE
flo BVIIL—THSIEEMAREZEZ B
K[ABINBZTADhYyTarhE R s

e b TEBIF<ZHMEZRDE SHIHED
<KHh>rBEfNZHBIFTVWAICHHhH 5T,
O LBLWERE (FEE~FHEZEDOFIR
UERE) DARICESFUNMIATETTL
B oTco BLIAHLERODDITTF %=
LLR L EROBSMARKTIE D o oh
CRCRE, BMEBEBOADLS PEHNE
—. CCIEITDETIF, SEHBETHHES
CANEEBODERZBHHT=5LVLVDIZ] &
HRRBEDEI X T,

Tl 70— bZRHELTLKIES oK
ALED ISERIDLSBEEHLHIUIEN
LW BhhEdhy :> DEE
ICEFR= g rERBINT,

(RLEF)

1967 FEEEHS, &
E XA 7B NPOD
4O H5—=ZEELTLY
3 D UEFERE
| =EHLIEHE T »
JN)F—23 ‘/lud:éf@;—
DL UZESER, HlEgRSHh
B F*’Aﬁ?‘%‘/ﬂ =
224 F (CRIR. ES
Bhliz<E355ED
2}<UA]

80T : WMAFXFRE SR MBS &7 A




BEFEFBDENFHELIVHILKS5ZHETRAEILOKIEELD

EEETED> w51

SEY EERELZMT—@EmTEn) UL —
=20 T ETEICEM, S7-LVEADEL

LTWsC K:E)%DOTCO
HNDS50F, HARTIFH S ZEEHT

TRE, LWP. JIHBNZVDIIBIEIRNR PIVHE—F vy THREIVDICTFFER
DWW, IFIEFC AR, MRDEEHDRE< .

RBAEELZMT—1 IF. Z2—3—70
THEFBENBABBEZRO TTEZT
> e Z AR TI9T5EEED M DEGE
SN, BEOMAE E. BHORELRED T
VA—FEFICEITTITEIT AHEED D
Do

HER0RFDRIE. FEERBTS TV
A—HHSBWNERBEE > T, XS
BiEH ERERKBROBERAKBRL2EH -
fco BERBFEFE T

HEEDEITEEBoTWES, F5TIEA
KTMDICLL &S BREVWTFICANTED
DIEECEERBICHZ SN, TEBN
BZZIFIIb5 EADTEIL. ERREESRN
ZD2< D, DA —FERRRRZBIE

TJIZZXLEVWSEEDHECHELDS
N3, A—OY/N\NTIEBECHIREREN 7
TS XALZFAL. BFAETEMNEE%Z O
— T4 I9B S>3+ )X L]
EWSEEWRHBE ST,

BAVIOLZEEEI K b S > FRRBEIC
BEBLCTIEIRBIEZ ARV, BIELRE
KREBLLRIFANZ XTSI ZVF
2aFr)XLEVWRE D,

Pl [EBAEDITSTVWEDEWTIE
AN AN (fRAEEF)
XTI TVH— - FvyTEHE (GG &
ZEICHITZIBELFEOEGVE TFE -

BHE - BE] 049 F141EH THIE
{ELT4E1ET Y,

4 BHETRE DR

[(Bm&E] MhkR - = BEEIRESE -
EHTAHAER - MERE

e Bt

)

FEEERY fTJ—J88]

2026%2H3H (k) EBETI&FR

903 & WS HIFRDH., BILWEREH AT
hTCo

~

FHESLVHILK5ZHITRAEILDR -
NPOEAREFEDBEYZ— - A ENR
BOR) DELDOEH510%

@FEHLREZIILOHFBETCHZEICOVWTE
==k Ve e
@ 4 AR B L HFESEHEEEDEE
2% - FHERE N EEZE L D OREZZIT.
FEABOREICHT-D. BDERIND
BRz 1T,




BEFEFBDENFHELIVHILKS5ZHETRAEILOKIEELD

~EOBE~ TR G S
QU

BHECULD=F. AIB THD1991FRIL
D TEEFBZEIITHIEHARAR LM S
ZE DOSSETHEENDZD, CNFETOD
HAHEIRYIERD THIELY,

RSB (DAALBREFEAEELELD
Elx?) EhEEBICLIECCHH oz, B
BE5& >EMBEEEL>TTOMB LN
FEW, RENZVWHE ICHOEREZFBH
L. &z, Bt F—PBELHESER
TH—ZHE. EFTRBICRELBEHYN
FEEIENTONECCEENLCBLYE
I, S, RECASOBETENDES
FRER&TWERLME, £3 T IKk=EEBE
Rl DLSICAELIZHDTE

RUBSICF RRICEILTIHEDPT
(&, - —BBBYRBR-- o SRS KIFEBREIC
XL TN 72HDFBIFBICBICEE>T
WET, CNoDEBH RO MIFEHZDPT
TRCHBIESNEVWCERBAICE >TER
ETHDEDUTIEIFL, MKICE > THE
NeXRVWENEF LTV ZLRFETL
&D0 ECDARLHEDMMIEEFEDISZF
Y, tiOEEFEEITIHTNEXT, |
EEMTLD,

SRR Y FOMAGFECFBEREDED DT
STLEN RUBSEHHRLTHSTLR
A SBE(ITFV, FHUIEED > THADKSD
TLWB CEICEDYR>TFVK ST

BEDHB(E. CNFTERDHINHS%=
Blo TWEILRUZEDTS, (B2FFF)

NPOEA MEHELVWH S SZEHESTRABCLDR

RIM35AFRITEHEE

NPOZEA MEAKXVHSLBZEHTT
RECLD=] [FBFAFELIFILT,

BIXIIBRFREHERETEL TLERT,
RIZICRAD o7z REBBHERA T

R & %5

ABF02cho-6B8SDR NI
K[KIOKDEB I Iy THREENEBF
272,

BABFEAY (PRI €EAR
Com? RIEEbRVGOG, BRX
SOoTCLHNERILIERDIC,

VDS 4FTDINEN, SLRAFFTDOHF

SOTCARELHCERZIRYRY, SED
BEESHICMiiSEDROHIC, BRESE
WHWZWEFUERT, BFROBNHRAL
WRBZEHF LS,

Y—50 £ L THRBNRA-TIARL,
BoginEERAZZETEAC, B4H%
Bhdh, REROEFTLEXDILEIAT
FROBZB(CDALICBEOCELIEDLZIXEDLT
a0, tR0Z L THBXRDY —9 —EEF

LB,
(ByEHEET)

mERE HHETF AHEF tHEEF

EEPAIYARDPSQRI—RT7FUEFE->T. D <TJxAMRTvY
QRI—RZFAADIF. ABZLOEDY 1 A
BHEICT7IERTIET, FUOELTHTLLETL,

_4_

3

AHCLOAHP— EAEH

L]




	No. 126
	2026年 3月
	みんなの
	――35周年を迎えて　＜風おこしの未来＞――
	5   30
	2026年度の「住みよいあさくらをめざす風おこしの会」の定期 総会を、5月30日(土)に開催いたします。詳細は、別途ご案内差し上げます。



	「第35回風おこしフォーラム　みんなで語ろう（パート２）」   ～「これまで」と「これから」～
	日　時：2026年1月25日（日）　13時30分～ 15時40分 会　場：ピーポート甘木 第４・第５学習室 基調講演： 加留部　貴行氏 　　　みんなで語ろう（パート２） 　　　～「これまで」と「これから」〜
	　広域圏三自治体から真田東峰村長、林朝倉市長、田頭筑前町長に来賓としてご出席いただき「第35回　風おこしフォーラム」を開催した。 　昨年基調講演をお願いした加留部貴行さんの講演をもう一度聴きたいとの強い要望に応え＜多様性を認め合う地域づくり＞をフォーラムの目的に「みんなで語ろう（パート２）」として講演をお願いした。 　加留部さんご自身が2024年に地域交流活動拠点をオープンされ地域の＊心地よいつながりの場所（第３の居場所＝サードプレイス）で地域に根ざした共感・交流の場としての居場所（第４の居場所＝フォースプレイス）を実践されている。これから地域コミュニティに必要な「活動量」の実証としての拠点活動ではないかと大いに興味が湧いた。 　今後さらに定住人口（地域住民）や関係人口、交流人口、協働人口が地域の内外から混ざり合い、定住人口が減少してもその他の流入活動人口が増えれば、元気で価値ある地域になる。定住している地域の人たちと地域外からの人たち双方が相手を尊重し対話を重ねながら活動し地域づくりを共創していくことが大切だと示唆された。尊重するとは管理と支援の本質を理解しバランスをとること。対話＝聴く×話す。双方が考えや意見を出し合いじっくり話し合い
	「意味づけ」を確認するプロセスが大切なことも学んだ。
	～第２部～　みんなで語ろう（パート２）　 　４～６名のグループディスカッションをワールドカフェ形式で行う。今日初めてこの場で一緒に講演を聴き【問い】「これから地域内外の人とまちづくりをする際にあなたが意識したいことは何でしょうか」を話し合う時間。　各グループからは参加人数を超える熱気あふれるデスカッションが聞こえた。 　私たち主催者は＜多様性を認め合う地域づくり＞と目的を掲げているにもかかわらず、もっと幅広い年齢層（中学生～主催者の年齢以上など）の方々に届く呼びかけができていなかった。思い込みと決めつけでチラシを配布し広報した結果の参加人数ではなかったかと深く反省。参加者の方から「勿体ないなー、ここだけの話では。会合などでもっと多く人と語り合える場があったらいいのに」と残念な声も聞こえた。  　また、アンケートを提出してくださった方全員が『今後このような企画があれば参加したいと思われますか』⇨　思う　 の回答にモチベーションを刺激された。 （内山育子）
	1967年福岡県出身。企業、大学、行政、NPOの４セクターを経験している「ひとり産学官民連携」を活かした共働ファシリテーションによる場づくりを実践。地域交流拠点「松梅ブランチ」を2024年に開設。著書「参加したくなる会議のつくり方」


	講師：九州大学大学院客員教授 加留部 貴行さん
	政のうらおもて草子

	国際女性デーに考える
	　今年も「国際女性デー福岡行動」リレートークとデモ行進に参加。冷たい風が吹いて気鬱。いや、気が晴れないのは政治状況のせいだ。 　「3.8国際女性デー」は、ニューヨークの女性労働者が婦人参政権を求めてデモを行ったことが起源で1975年国連が女性の政治参加、経済的地位向上、暴力根絶などジェンダー平等に向けて行動する日と定めたものだ。 　当時20代後半の私は、まだ差別もジェンダーも知らない小学校教員だった。女性参政権も産前産後休暇も育児休暇も全部あった。賃金も平等だった。 　当たり前だと思っていたら、そうではなくて血のにじむような闘いで手に入れたものだと先輩たちに教えられた。女性たちが声を挙げ立ち上がり行動し、差別撤廃条約をつくり、ジェンダー平等社会実現を目指
	していることも知った。 　あれから50年。日本ではあらゆる領域でジェンダーギャップが大きいのに平等政策はほとんどなく、性別分担意識も根強く、フェミニズムという言葉もどこか煙たがられる。ヨーロッパでは極右や右派政党がフェミニズムを利用し、排外主義的政策をコーティングする「フェモナショナリズム」という言葉があるそうだ。 　日本初の女性首相が米トランプ大統領に見せるしぐさは見るに堪えない。無理な要求も優しく受け入れるまさにフェミニンナショナリズムといえよう。 　やっぱり気鬱なのは冷たい風のせいではない。　　　　　　　　　　（神本美恵子） ※ジェンダー・ギャップ指数（GGI）は、各国における男女平等の度合いを「経済・政治・教育・健康」の4分野14項目で数値化した指標です。
	朝倉市長との懇談会「男女共同参画ネットワーク朝倉」
	2026年2月3日（火）朝倉市役所
	　90分という制限の中、熱い意見交換がなされた。
	【参加者】林市長・三浦企画振興部長・川上あすみん館長・加藤係長 住みよいあさくらをめざす風おこしの会・NPO法人家庭子どもセンター・ふくおか県「翼の会」の各々の会から10名
	◉子ども食堂をはじめ子育て支援について要望を伝えた。 ◉第４次朝倉市男女共同参画推進計画の事業点検・評価報告が審議会よりの報告を受け、新推進計画の策定にあたり、最も重視される視点を訊ねた。



	〜風の音〜
	　風おこしの会は、前身である1991年設立の「生涯学習をすすめる甘木朝倉女性会議」から今年で35年を迎える。これまでの歩みを振り返ってみたい。 　設立当初は（あん人たちはなんばしよるとな？）とかを耳にしたこともあった。当時はちょっと稀有な存在だったのかもしれない。大学がない地域に放送大学を誘致し、また、福祉セミナーや男女共同参画セミナーを開き、生活課題に根差した精力的な学習が行われたことを懐かしく思い出す。当時、家庭と仕事の毎日で自分の居場所を求めていた私は、まるで「水を得た魚」のように入会したものだ。
	　設立趣旨には「急速に変化する社会の中では、……一部割愛……さまざまな生活課題に対処していくための学習は日に日に高まっています。これらの学習欲求が地域社会の中で十分に満たされないことは個人にとっても不幸であるばかりではなく、地域にとっても魅力を失い活力をなくしていくことになるでしょう。全ての人に開かれた生涯学習の場を作り、地域の生涯学習をすすめていきます。」と書かれている。 　今はネットの利用など学習形態も変わってきているが、設立趣旨を読み返しても今となんら遜色はない。時代は変わっても人が求めていることに変わりはないようだ。 　35年の節目は、これまでを見つめこれからを創っていく年になりそうだ。  　（星野洋子） 　　　　　　　　
	NPO法人「住みよいあさくらをめざす風おこしの会」　創立35周年記念事業
	　ＮＰＯ法人「住みよいあさくらをめざす風おこしの会」は35周年を迎えました。 　創立35周年記念事業を計画しています。創立に関わった方、長年活動を支えてくだ
	さった方々と共に歴史を振り返り、当会の活動をさらに継続させるために、皆様と集いあいたいと存じます。皆様のお力添えと知恵をお寄せください。



	編集後記
	　人間はいつになったら自分の愚かさに気づくのだろうか……。また戦争が始まった。 　日本政府はなぜ「戦争反対」と言えないのか？　反対と言わないのは、賛成と言っているのと同じことなのに。 　ウクライナの小麦が、パレスチナのオ
	リーブ油が、そして石油が入ってこない。 　目の前の瑣末なことではなく、日々命を脅かされ、最低限の生活を送ることさえできない多くの人々に思いをよせることもできない、世界のそして日本のリーダー達はいらない。　　　　　 （野田曉子）
	携帯やスマホからＱＲコードアプリを使って、右の ＱＲコードを読み込めば、風おこしの会のサイトへ 簡単にアクセスできます。ぜひ試してみてください。
	風おこしの会HP→



